
PROFILE
～ドゥオール～　2 人が解き放つ　光のハーモニー
これまでの 850 近い演奏活動と並行し、雑誌 AERA、NHK E テ
レ「天才てれびくん YOU」出演、音友 web「ONTOMO」連載、
彩の国さいたま芸劇、フェニーチェ堺でのワークショップ、
YouTube「おうちドゥオール」などコロナ禍もピアノデュオを
より身近なものへと前進させるドゥオール。

藤井隆史：東京藝術大学大学院修了。文化庁、DAAD 奨学生と
してドイツ・マンハイム音楽大学大学院に学び、国家演奏家課程
及びピアノデュオ科最優秀修了。
これまで東京芸術大学、武蔵野音楽大学、洗足学園音楽大学大学
院講師を歴任。

白水芳枝：東京藝術大学卒業。野村文化財団、DAAD 奨学生と
してドイツ・マンハイム音楽大学大学院に学び、国家演奏家課程

（ソロ）及びピアノデュオ科最優秀修了。

これまで共立女子大学、国立音楽大学、洗足学園音楽大学大学院
講師を歴任。

'04 年デュオ結成後、国際的な賞を数多く受賞。以後の活動は聴
衆や音楽誌から高い評価を受けている（リリースした多くの CD
がレコード芸術誌特選盤選出、'18レコードアカデミー賞ノミネー
ト）。近年ドイツツアー、シンガポールでのマスタークラス & リ
サイタル、アメリカ・マイアミ Piano Slam13 アーティストと
してプロジェクト参加など海外での活動も展開中。
'21 年には 8 枚目 CD「Duo Energy」をリリースし、東京、名
古屋、大阪、岡山での記念リサイタルを大好評のうちに終えた。

公式サイト：http://www.yoshie-takashi.com　
公式ブログ：http://ameblo.jp/yoshie-takashi/
ドゥオールオンラインショップ：https://duor.buyshop.jp/ 

自己PR
ピアノデュオの草の根運動を全国でさせて頂いている。そんな気持ちです。

ピアノデュオの拡がり、可能性、輪、感動を音で浴びていただき、いつかのご縁に繋がればと思っています。

やってみたいアクティビティとコンサート
ピアノ 1台での 4手連弾から、2台ピアノのシンフォニック
な夢の世界まで、二人のピアニストのエネルギーで、音楽の世
界を旅していただきます。
プログラムの一例：

〔4 手連弾〕
「踊る心」人間の生きる基“鼓動”を軸とした、舞曲中心のプ
ログラムです（マ・メール・ロア、仮面舞踏会、スラヴ舞曲集、
動物の謝肉祭、ハンガリー舞曲集より）。
「生きる喜び！」サン =サーンスの動物の謝肉祭から感じられ
る色の世界、言葉の世界を自由に描いて頂き、「象」「白鳥」で
身体を使って音楽を感じる。
「作曲者自編のオーケストラ作品で、聴かせたいライン、浮か
び上がらせたいサウンドをよりクリアに」
オーケストラ作品からのピアノデュオへの自編作品は大変多
く、デュオ結成時からライフワークとしております（ブラーム
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白水 芳枝 しらみず よしえ
兵庫県出身　埼玉県在住

（ピアノ）

藤井 隆史 ふじい たかし
千葉県出身　埼玉県在住

（ピアノ）

ピアノデュオ
ドゥオール
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ピアノデュオ（1 台 4 手連弾及び 2 台ピアノ）

ス：大学祝典序曲、ドヴォルザーク：交響曲、グリーグ：ペー
ルギュント組曲、スメタナ：モルダウなど）。
ピアノデュオからオーケストラの響きを体験でき、それはオー
ケストラを頻繁に聴けなかった 100,200 年前の生活にタイム
スリップする感覚です！

〔2 台ピアノ〕
「あの名曲を 2台ピアノで～ショパン幻想即興曲、子犬のワル
ツ 2台ピアノ版～」世界初録音をし、各地で好評を博すこの
作品で、今まで感じたことのない音世界を繰り広げます！
「ピアノは楽器の王様」ベートーヴェンの第 9、バーンスタイ
ンシンフォニック・ダンスなどのオーケストラ作品や室内楽作
品をレパートリーとする私達が、2台ピアノならではの、唯一
無二のハーモニーをお届けします。
これまで 600 を超えるステージを経験させて頂いております
ので、プログラムはご希望に応じて、それぞれの土地オリジナ
ルのものが可能です！
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